
２  「  パーマネ ン シ ー保障の考え 方に基づく 支援体制の構築 」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現状・ こ れま で の取組  

１  困難を 抱え る 妊産婦を 含む子供や家庭に対する 支援体制の構築及び予防的支援の

充実 

〇 児童福祉法・ 母子保健法の改正によ り 、 児童福祉部門と 母子保健部門が一体と

な り 妊娠期から 包括的な 相談支援を 実施する こ ど も 家庭セ ン タ ーの設置が各区市

町村へ努力義務化さ れま し た 。 都は、 こ ど も 家庭セ ン タ ー体制強化事業の実施に

よ り 、 こ ど も 家庭セン タ ーの設置を 促進し て いま す。  

 

〇 と う き ょ う マ マ パパ応援事業を 通じ て 、 妊娠期か ら 子育て 期にわた る 切れ目な

い支援体制を 整備する 区市町村への支援を 強化し て いま す。  

 

〇 妊娠・ 出産・ 子育て の不安に対応する 相談支援、 研修等を 実施し て いま す。  

 

〇 虐待の 未然予防や特定妊婦 1 等に 対する サポ ート を 関係機関と 連携し て 実施す

る 区市町村を 支援し て いま す。  

 

 

２  児童相談所のケ ース マ ネ ジ メ ン ト 体制の充実強化 

児童相談所は、 児童福祉法第 2 7 条第１ 項第３ 号に基づき 、 里親等への委託又は

児童福祉施設等への措置を 必要と する 場合において は、 家庭養育優先原則と パーマ

ネ ン シ ー保障の理念に基づき 、 ま ずは親族里親、 養子縁組里親、 養育里親若し く は

専門里親又はフ ァ ミ リ ーホ ーム の中か ら 、 こ ど も の意見又は意向や状況等を 踏ま え

つつ、 こ ど も にと っ て 最良の養育先と する 観点から 、 代替養育先を 検討する 必要が

あ り ま す。  

【 児童相談所運営指針よ り 抜粋】  

 

 

 

 
1 出産後の 養育に つい て 、 出産前に おい て 支援を 行う こ と が 特に 必要と 認め ら れる 妊婦 

 

（ 目指す方向性）  

〇 妊娠期から 子育て 期にわた る 切れ目のな い支援の実施・ 充実を 図り ま す。  

 

〇 家庭養育優先原則と パーマネ ン シ ー保障に基づく ケ ース マネ ジ メ ン ト を 徹底 

し ま す。  

 

〇 移行期の連携体制の構築を し ま す。  
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（ １ ） ケ ース マネ ジ メ ン ト の徹底 

 〇 児童相談所内の定期的な ケ ース の進行管理会議で は、 子供や保護者の状況、 家

族関係、 家庭状況な ど を 調査し 、 そ れら を 総合的に評価し な がら 、 援助方針の決

定や見直し を 行っ て いま す。  

 

 〇 施設入所児童等の家庭復帰に向け て は、 児童と そ の保護者に対し て 、 家族合同

でのグ ループ 心理療法や、 親のグ ループ カ ウ ン セ リ ン グ 、 家族カ ウ ン セ リ ン グ な

ど 、 家族再統合のた めの様々な 援助を 行っ て いま す。  

 

 〇 各児童相談所に設置し て いる 里親委託等推進委員会に乳児院や児童養護施設の

職員等の参加を 求め、 入所児童の生活状況等を 踏ま え 、 き め細かに委託の可否を

検討し て いま す。  

 

（ ２ ） 里親委託、 家庭復帰促進に向け た 児童相談所の体制 

 〇 里親養育支援児童福祉司（ 常勤） 及び養育家庭専門員（ 会計年度任用職員） が、

地域の養育家庭への支援等を 担当し て いま す。  

 

 〇 家庭復帰担当司（ 常勤） 及び家庭復帰支援員（ 会計年度任用職員） が、 措置中

児童の家庭復帰に向け た 取組を 担当し て いま す。  

 

 

３  移行期の連携体制の構築 

 〇 支援を 要する 児童への切れ目のな い支援に向けて 、 要保護児童対策地域協議会2

の個別ケ ース 検討会議や実務者会議等において 、 関係機関同士で役割分担を 明確

にし た 上で、 連携し な がら ケ ース に対応し て いま す。  

 

 〇 関係機関向け 研修教材・ 研修プロ グ ラ ム を 作成し 区市町村へ提供し て いま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2  要保護児童の 適切な 保護、 支援等を 行う た め 、 子供に 関係する 機関等に よ り 構成さ れる 機関で あ り 、 児童福祉法

に よ り 、 地方公共団体は そ の 設置に 努め る こ と と さ れて い る 。  
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 課題と 取組の方向性  

＜課題１ ＞妊娠期から 子育て 期にわた る 切れ目のな い支援の実施・ 充実が必要 

〇 母子保健部門と 児童福祉部門が連携し な がら 、 サポ ート が必要な 妊婦や子育て

家庭を 把握し 、 適切な 支援につな げる 体制整備を 促進する た め、 区市町村への支

援を 一層充実する こ と が必要です。  

 

 〇 子育て 家庭等に対し 、 妊娠期か ら 伴走型の寄り 添い支援を 実施する ほか、 母子

保健サービ ス や家庭支援事業な ど 必要な 支援を 提供する こ と で 、 虐待等に至る 前

の予防的支援を 充実する こ と が必要です。  

 

 〇 要支援家庭に対し 、親子を 分離する こ と な く 、在宅での生活を 継続でき る よ う 、

親の養育支援を 支え る 取組が必要です。  

 

〇 特に支援が必要な 妊産婦等への取組の充実が重要な た め、 地域で関係機関が連

携し な がら 妊産婦等を サポ ート する 新た な 仕組みや、 特定妊婦等が安心し て 生活

でき る 環境整備が必要です。  

 

 
 

 

 

（ 取組１ －２ ） 地域での切れ目のな い支援体制の充実 

 〇 面談等の伴走型相談支援や母子等への産後ケ ア 、妊婦や子育て 家庭への家事育

児サポ ータ ー派遣な ど 、産後う つや乳幼児の虐待予防に資する 取組を 行う 区市町

村への支援を 充実し ま す。  

 

 〇 子育て 世帯訪問支援事業や子育て 短期支援事業等、家庭支援事業に取り 組む区

市町村の人材確保や実施促進に向け た 支援を 充実し ま す。  

 

 〇 母子生活支援施設な ど の地域の資源を 活用し た 母子一体型シ ョ ート ス テ イ の

立ち 上げ支援や、 シ ョ ート ス テ イ の協力家庭の拡大を 推進し ま す。  

（ 取組１ －１ ） こ ど も 家庭セ ン タ ーの体制強化 

〇 こ ど も 家庭セ ン タ ーにおいて 、 妊婦や子育て 家庭の悩みやニ ーズ を 適切に把

握し 、 寄り 添い支援を 行う こ と で虐待の未然防止へ積極的に取り 組む区市町村

に対し 、 母子保健部門及び児童福祉部門に連携の窓口と な り マ ネ ジ メ ン ト を 実

施する 職員を 配置する と と も に、 支援効果を 測る 仕組みを 構築・ 提供し 、 体制

整備を 促進し ま す。  
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＜課題２ ＞児童相談所のケ ース マ ネ ジ メ ン ト の徹底に向け た 体制強化 

〇 区市町村の子供家庭支援セン タ ーには、 心理職員が配置さ れて おり 、 心理的 

側面か ら 子供や保護者への専門的な 支援を 行う こ と が期待さ れる も のの、 多く の

心理職がケ ース ワ ーク を 担っ て おり 、 専門職と し て の専門性を 十分に発揮で き て

いな い実態も みら れま す。  

 

〇 家庭養育優先原則と パーマ ネ ン シ ー保障の理念に基づき 、 児童や保護者の状況

を 丁寧に把握し 、 き め細か な ア セ ス メ ン ト によ り 子供の最善の利益を 実現する ケ

ース マ ネ ジ メ ン ト の実践に向け 、 児童相談所の体制を 一層強化する 必要があ り ま

す。  

 

〇 虐待によ り 、 一時保護や入所措置等を 行っ た 子供が家庭に復帰し 、 地域で 安心

し て 暮ら せる た めの援助には関係機関の理解や在宅支援サービ ス が不可欠ですが、

調整に時間を 要する 場合があ り ま す。 ま た 、 里親委託について は、 子供に家庭養

育を 保障する た めに、 実親の理解や委託後のき め細かな フ ォ ロ ー等が必要です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 取組１ －３ ） 特に支援が必要な 妊産婦への支援の充実 

 〇 妊産婦のメ ン タ ルヘルス 対策を 推進する た め、地域の関係機関が連携する た め 

のネ ッ ト ワ ーク 体制を 構築し ま す。  

 

○  都及び区市町村と 民間事業者が連携し 、家庭生活に困難を 抱え る 特定妊婦と 出 

産後の母子等への支援を 充実さ せま す。  

（ 取組２ －１ ） 子供家庭支援セン タ ーにおけ る 親子支援の充実 

〇 子供家庭支援セン タ ーの心理職が児童相談所と 連携し 、専門的な 支援が行え

る よ う 都のガイ ド ラ イ ン を 作成する 等、専門性向上に向け た 取組を 進めて いき

ま す。  

（ 取組２ －２ ） 児童相談所の体制の一層の強化 

〇 児童相談所におけ る 専門職の計画的な 増員を 図る こ と によ り 、家庭養育優先

原則と パーマネ ン シ ー保障を 徹底する マネ ジ メ ン ト 体制を 強化し ま す。  
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＜課題３ ＞切れ目のな い支援に向け た 連携体制の構築 

〇 児童相談所が一時保護や入所措置等を 行っ た 子供が家庭に復帰する 際な ど 、 中

心と な る 支援者が変わる 移行期において も 、 支援が途切れる こ と な く 関係機関同

士で連携し な がら 支援の連続性を 保障する 仕組みを 構築する 必要があ り ま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 取組２ －３ ） 進行管理の徹底と フ ォ ス タ リ ン グ 機関と の連携強化 

 〇 ま ずは、 児童が家庭において 健やかに養育さ れる よ う 保護者を 支援し ま す。

保護者によ る 養育が困難な 児童について は、 親族によ る 養育や里親等への委託

に向け て 支援を 行いま す。  

 

〇 里親等への委託を 推進する た め、 各児童相談所におけ る 里親等委託率や課題

を 定期的に共有し 、 進捗状況の確認を 徹底し ま す。  

 

 〇 フ ォ ス タ リ ン グ 機関と 連携し た 里親へのき め細かな 支援体制を 充実強化し ま

す。  

 

 〇 里親家庭について は、 里親自ら が研修講師やフ ァ シ リ テ ータ ーと な れる 講師

養成を 行い、 社会的養育に関する 演習方式の研修を 実施する な ど 、 里親自ら が

社会的養育の担い手であ る こ と の理解を 深めて いき ま す。  

（ 取組３ ） 移行期の連携体制の構築 

 〇 社会的養育にか かわる 支援者や措置機関等が相互の理解を 深めつつ途切れず

に支援し て いく た めの、 き め細やかな 情報共有体制や取組を 検討し ま す。  

 

 〇 子供が自分の措置記録や社会的養育の記録を 知る こ と ができ る よ う に、 国に

おけ る 児童記録票の保存期間等に関する 検討の動向を 注視し な がら 、 都と し て

保存年限や開示方法の課題等の整理を 進めて いき ま す。  

   ま た 、 子供の知る 権利の保障の観点から 、 子供が生い立ち の整理な ど を する

た めの支援を 行いま す。  
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 評価指標  

取組 指標名 現状 目標値 

取組１ －１  こ ど も 家庭セ ン タ ー体制強化

事業実施自治体数（ 都独自）  

１ ４ 自治体 

（ 令和６ 年度）  

 

全自治体 

取組１ －１  こ ど も 家庭セ ン タ ー設置に 向

け た 区市町村研修受講自治体

数（ 都独自）  

４ ７ 自治体 

（ 令和６ 年度）  

 

全自治体 

取組１ －２  
産後ケ ア 事業の 利用率（ 都独

自）  

2 3 .1 ％ 

(令和４ 年度) 

 

増やす 

取組１ －２  都道府県と 市区町村と の 人材

交流の実施状況 

子供家庭支援セ

ン タ ーから 児童

相談所への研修

派遣を 受け 入れ

て いる  

 

増やす 

取組１ －２  こ ど も 家庭セ ン タ ーに おけ る

サポ ート プラ ン の策定状況 

３ ６ 自治体 

（ 令和６ 年度）  

 

増やす 

取組１ －２  市区町村におけ る  子育て 短

期支援事業を 委託し て い る 里

親・ フ ァ ミ リ ーホ ーム  

１ ０ ４ か所（ 速

報値）  

（ 令和６ 年度）  

 

増やす 

取組１ －３  特定妊婦等への 支援に 関係す

る 職員等に対する 研修の 実施

回数、 受講者数 

母子保健研修等 

1 1 回、 受講者 

9 ,0 4 5 名 

（ 令和５ 年度）  

研修の着実な

実施 

取組１ －３  助産施設の設置数 
3 8 施設 

（ 令和５ 年度）  

助産施設を 引

き 続き 確保す

る  
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主な 施策 

・【 拡充】 こ ど も 家庭セン タ ー体制強化事業 

妊婦及び家庭に対し 、 児童福祉部門と 母子保健部門が一体と な っ て 妊娠期から 就 

学前ま で 包括的な 相談支援が行え る よ う 、 支援体制を 整え 、 児童虐待の未然防止に

取り 組む区市町村を 支援し ま す。  

 

・【 拡充】 と う き ょ う ママ パパ応援事業 

妊娠・ 出産・ 子育て の切れ目な い支援を 提供する た め、 こ ど も 家庭セ ン タ

ーの設置促進を 図る と と も に、 妊婦全数面接や産後ケ ア 事業、 家事・ 育児支

援等を 行う 区市町村の取組を 支援し ま す。  

 

・【 拡充】 子育て 短期支援事業 

保護者の疾病そ の他の理由によ り 家庭において 児童を 養育する こ と が一時的に困 

難と な っ た 場合及び経済的な 理由によ り 緊急一時的に母子を 保護する こ と が必要な

場合等に、 児童養護施設そ の他の保護を 適切に行う こ と ので き る 施設において 一定

期間、 養育・ 保護を 行いま す。  

 

・【 拡充】 子育て 世帯訪問支援事業 

  虐待リ ス ク 等の高ま り を 未然に防ぐ こ と を 目的に、 家事・ 育児等に対し て 不安や 

負担を 抱え る 子育て 家庭、 妊産婦、 ヤ ン グ ケ ア ラ ー等がいる 家庭の居宅を 、 訪問支

援員が訪問し 、 家庭が抱え る 不安や悩みを 傾聴する と と も に、 家事・ 育児等の支援

を 実施し ま す。  

 

・ 養育支援訪問事業 

乳児家庭全戸訪問事業の実施そ の他によ り 区市町村長が訪問によ る 養育支援が必 

要であ る と 認めた 、 一般の子育て 支援サービ ス を 利用する こ と が難し い家庭を 対象

と し 、 育児不安の解消や養育技術の提供等のた めの相談・ 支援を 実施し ま す。  

 

・ 一時預かり 事業 

  保護者の疾病や災害等に伴い、 ま た 、 育児疲れによ る 保護者の心理的・ 肉体的負 

担を 軽減する た め、 保育所等において 児童を 一時的に預かる 取組を 実施し ま す。  

 

・ 親子関係形成支援事業 

  児童と の関わり 方等に悩みを 抱え た 保護者が、 親子の関係性や発達に応じ た 児童 

と の関わり 方等の知識や方法を 身につけ る こ と が出来る よ う 、 ペア レ ン ト ・ ト レ ー

ニ ン グ 等を 実施する と と も に、 保護者同士が相互に悩みや不安を 相談・ 共有し 、 情

報交換でき る 場を 設け る こ と で、  健全な 親子関係の形成に向け た 支援を 行いま す。 
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・ 児童育成支援拠点事業 

 家庭や学校に居場所のな い子供に対し て 、 子供と そ の家庭が抱え る 多様な 課 

題に応じ て 、 生活習慣の形成や学習のサポ ート 、 進路等の相談支援、 食事の提供を

行う と と も に、 子供・ 家庭の状況を ア セ ス メ ン ト し 、 関係機関へのつな ぎ を 行う 等

の支援を 包括的に提供し ま す。  

 

・【 新規】 妊産婦メ ン タ ルヘルス 対策事業 

  妊産婦メ ン タ ルヘルス の課題等の共有・ 必要な 支援策を 推進する た め、 都が主体 

と な り 、 区市町村・ 産科医療機関・ 精神科医療機関等へのヒ ア リ ン グ を 実施の上、

関係機関合同で の検討会を 実施する 。 ま た 、 都内の精神科医療機関へ妊産婦の受入

れ可否等の調査を 行い、 検索シ ス テ ム を 構築し ま す。  

 

・ 妊産婦等生活援助事業 

家庭生活に困難を 抱え る 特定妊婦と 出産後の母子等に対する 支援を 行う た め、 一 

時的な 住ま いや食事の提供、 そ の後の養育等に係る 情報提供や、 医療機関等の関係

機関と の連携を 行う 団体を 補助し ま す。  
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